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杉田精司
（ビッグバンセンター、地球惑星科学専攻）

はやぶさ２は2018年6月にC型小惑星リュ
ウグウに到着して以来、全球観測、局所高
解像度観測、ローバーによる着陸観測、人
工衝突実験し、リュウグウについての様々
な知見を得た。並行して2箇所からのサン
プル取得し、2020年12月にはサンプルを
地球へ届けた。現在は世界中のラボがリュ
ウグウ試料を分析している。本講演では、
ミッションの概要、リモートセンシング観
測の結果、サンプル分析の結果を解説する
。特に、リュウグウと同種の小惑星が地球
の水気圏および生命の起源にどのような影
響を与えたかについて議論する。最後に、
はやぶさ２探査の後に続く米のOSIRIS-
REx探査とDART探査、欧日のHera探査と
Comet Interceptorについて簡単に紹介す
る。
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